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質および miRNA を明らかにすることを目的とした。 





ン曝露後の Wnt3a 発現も陰性であったが、Caspase-3 は核が濃染し強陽性
を示した。miRNA 発現は、エリブリン曝露後 Wnt3a をターゲットとする
miR-195 が発現上昇した。したがって、エリブリン曝露後の MDA-MB-231
細胞は miR-195 発現が上昇すると、ターゲットの Wnt3a タンパク質の発現
が低下し、細胞がアポトーシスへ導かれることが明らかとなった。 
Wnt3a はアポトーシスを調節するタンパク質であるが、miR-195 発現調
節を応用した治療法は少ない。今後、TNBC non-basal-like type の腫瘍
細胞をアポトーシスに導く方法として miR-195 発現調節を応用できる可
能性が示唆された。 
 
 
 
